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2024年 10月 31日 

各 位 

会 社 名 栄 研 化 学 株 式 会 社 

代表者名 代表執行役社長 納富 継宣 

（コード:4549 東証プライム） 

問合せ先 専務執行役 

経営管理統括部長 

 

渡  一 

（TEL. 03-5846-3379） 

 

第 2四半期（中間期）連結累計期間業績予想との差異および 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2024年 5月 9日に公表いたしました 2025年 3月期第 2四半期（中間期）連結累計期間（2024年 4 月

1日～2024年 9 月 30 日）の連結業績予想と本日公表の実績において、下記のとおり差異が生じましたの

でお知らせいたします。また、2024年 5月 9日に公表しました 2025年 3月期通期（2024年 4月 1日～

2025年 3月 31 日）の連結業績予想につきましても下記のとおり修正しましたので、併せてお知らせいた

します。 

 

記 

1．2025年 3月期第 2四半期（中間期）連結業績予想数値との差異（2024年 4月 1日～2024年 9月 30日）                                             

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

21,500 
百万円 

2,870 

百万円 

2,830 
百万円 

2,230 

円 銭 

64.45 

実  績  値   （Ｂ） 19,729 1,566 1,698 1,309 37.84 

差  異  額（Ｂ－Ａ） △1,770 △1,303 △1,131 △920  

差 異 率 （ ％ ） △8.2 △45.4 △40.0 △41.3  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 
(2024 年 3 月期第 2 四半期) 

20,264 2,148 2,225 1,618 43.69 

 
 差異が生じた理由 

中間期連結累計期間につきましては、主要製品である便潜血検査用試薬は、海外の入札前の買い控えや

在庫調整などの構造的要因があったこと、また、遺伝子関連試薬に関しては新型コロナウィルス検査の有

料化も相まって受診意識が薄れ、検査の需要が期初想定を下回ったこと、並びに新製品の市場への浸透に

時間を要し、期首想定の売上の伸びにつながりませんでした。それに伴うセールスミックスの変化および

販管費の増加により、各利益につきましても前回発表予想を下回りました。 
 
  

２．2025年 3 月期通期の連結業績予想数値の修正（2024年 4月 1日～2025 年 3月 31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

43,100 
百万円 

5,660 

百万円 

5,620 

百万円 

4,480 

円 銭 

129.49 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 40,200 3,210 3,270 2,620 76.36 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △2,900 △2,450 △2,350 △1,860  

増 減 率 （ ％ ） △6.7 △43.3 △41.8 △41.5  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 
( 2 0 2 4 年 3 月 期 ) 

40,052 3,377 3,568 2,634 71.69 

 
 修正の理由 

通期業績予想につきましては、第 2四半期迄の海外での入札前の買い控えが解消し、新製品を含めた販

売促進に努めておりますが、製造承認申請にかかる規制対応に伴う開発費の増加もあり、上期業績を勘案

し、修正することとしました。なお、成長に向けた研究開発、人的資源への投資は継続いたします 
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今後の業績推移に応じて、業績予想の修正が必要と判断した場合は、速やかに公表いたします。 

 

3．配当予想について 

配当予想につきましては、前回発表のとおりで現時点での変更はありません。 

 

 

※上記の予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる
可能性があります。 
 

 
以 上 


